
活動団体名︓余市町観光地域づくり協議会
活動地域 ︓余市町
活動におけるテーマ・キャッチコピー
サスティナブルツーリズムによる地域SDGsの推進

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む

キックオフミーティング 発表資料
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活動団体紹介

余市町役場

⼀社）余市観光協会

特⾮）北海道エコビレッジ
推進プロジェクト

JAよいち

余市町漁業協同組合

余市町観光地域づくり協議会

⇒ 全体統括、事務

⇒ 研修の企画・運営・
コーディネート

⇒ 各種情報提供、
研修講師、
施設利⽤等

⇒ 各種情報提供、研修講師等

⇒ 各種情報提供、研修講師等

https://yoichi-kankoukyoukai.com/

http://ecovillage.greenwebs.net/

https://www.ja-yoichi.or.jp

https://www.yoichigyokyo.com/

https://www.town.yoichi.hokkaido.jp/



ありたい地域の未来
①地域資源を活かしたサステナブル・ツーリズムを通じて地域SDGsが推進される
②地域住⺠と来訪者との学び合い・⽀え合いによる地域活性

課題（地域の課題、ありたい未来を達成するための障害など）

・第⼀次産業従事者の減少
・平均所得が低い（北海道内の179⾃治体中165 位）
・COVID-19による外国⼈労働者・旅⾏者の⼊国制限による打撃
資源（活⽤できる地域資源、必要な資源、地域外の資源など）

・⾃然︓シリパ⼭・余市川・モイレ海⽔浴場を含むニセコ積丹⼩樽海岸国定公園
・歴史/産業︓ニシン漁業・ニッカウイスキー・ワイン特区でのワイナリー
・⼈/市⺠活動/学習の場︓NPO（環境・福祉・教育）・地域ESD活動推進拠点
取組（ありたい未来達成に必要な取組、現在想定している事業のタネ）

・⾃然、産業、歴史資源の活⽤を交えた観光事業の推進
・学校や企業研修を対象にしたSDGsツアーの開発
・外部⼈材や専⾨家を交えたプラットフォームの構築

成果（取組によって出したい成果）

・地域住⺠・都市住⺠双⽅のSDGsに対する意識と⾏動の変容
・SDGsツアーと交流⼈⼝による地域内での経済循環

ありたい地域の未来を実現するために何をするか
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⽬指す″地域プラットフォーム“のイメージ

・地域住⺠・来訪者双⽅が環境保全に配慮した産業や観光を⾏っている。
・企業研修・教育旅⾏の受け⼊れにより、地域内で経済が循環している。
・テレワークにより、都市住⺠が地域活動に参加したり、移住・定住につながる。

環境整備を通して構築する“地域プラットフォーム”のイメージ

現時点での体制

余市町観光地域づくり協議会

⇒ 飲⾷の提供
会場の提供

地元⾼校教育・福祉NPO
⇒運営補助

参加者アンケート

ワイナリー
⇒ 視察、

体験受け⼊れ

近隣の⼤学
⇒ 研修講師

環境NPO
⇒ モニタリング

旅⾏代理店

フリーの専⾨家
ツアーガイド

⇒旅⾏商品の販売
ロジ周り(連携管理）

地域内連携 地域外連携⇔ ⇔余市町観光地域づくり協議会

環境保全
経済循環
地域交流

旅⾏代理店
単発な連携、
各分野の
つながりがない飲⾷店・旅館

⽣産者・ワイナリー

飲⾷店・旅館

⽂化施設
⇒ プログラム開発

研修講師
⇒ プログラム開発

研修講師

企業
⇒研修、情報提供

ワーケーション

⇒ プログラム開発
情報提供
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

ビジョン策定

ステークホルダー
の巻き込み

協定締結（活動予算執⾏開始）
◆キックオフミーティング ◆成果報告会現地意⾒交換会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

◇ビジョン策定協議会
第1回開催

◇ビジョン策定協議会
第2回開催

◇ビジョン策定協議会
第3回開催

◇コンセプトシート作成 ◇コンセプトシート⾒直し

関連組織との連携調整関連組織との連携調整
◇モニターツアー
第1回実施（地元⾼校）

◇モニターツアー
第2回実施（⼤学）

Ｗｅｂ資料/広告の制作・配布による広報

◇事例研究・聞き取り調査


